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十

年

の
鴨

川

洪
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上

政
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i

'
硝

石

二
､
地
域
内
附
光
の
触
朗
に
兆
-
油
川
兜
推
･:.4
法

三
'
昭
利
十
咋
六
月
二
十
九
日
の
鴨
川
純
水

へ
の
鹿
川

Ⅰ

東
郷
附
近
に
於
け
る
末
甘
布

の
束
耐

H

別
誰
大
鵬
に
於
け
る
油
川
偶
兜

の
計
弥

m

机伐
大
胎
に

於
け
る
放
火
眺
水

流
の

抑

定<

凹
､

紙

批
川
端
推
･:.4
の

!.
方
法
と
昭
和
十
年
の
鴨
川
純
水

望
弧

二
七



地

球

野

手

五
程

凝
ハ雛

誓
六

二
八

一
､

緒

言

数
十
年
に

這

或
は
更
は
蕃

有
の
出
水
が
讐

姦

<
E
に
･
其
河
流
の
基
地
鮎
に
放
け
る
霊

長

掌

る
に

は
､
莞

鮎
に
於
け
る
豊

州
税
が
既
に
作
ら
れ
-

る
-

ば
甚
窟

都
舎

あ
る
0
豊

曲
線
は
芸

の
豊

測
定
に

警水
枕
と
洗
苦

の
紬
係
-

め
-

の
で
あ
る
が
､
斯
る
場
<
=
ほ
丑

曲
線
是

長
す
れ
ば
大
凡
の
琉

警

推

寄る
誤
用
誓

｡
光
品

東
嶺
竺

時
運
び
出
す
議

の
馬
に
河
状
に
-

が
通
力
､
洪
水
後

に
は
従

来
の
洗
雷

線
量

櫨
使
用
す
る
串
が
班
苦

い
署

が
起
-

る
し
･
叉
流
水
が
豊

の
照
湖
物
警

合

名

ゐ

晶

に
は
其
妄

墨

け
る
か
ら
､
石
援

つ
義

ら
れ
宗

水
-

は
決
定
的
で
は
無

い
が
､
洪
水
時
は
謙
語

依
る
表
面
流
速
の
測
蛋

若

つ
品

悪

用
は
供
す
る
-

ば
､
-

ほ
侶
勅
し
程
る
禁

流
嘗

決
定
し
得
る

事
に
な
る
｡

伸
し
右
の
如
是

料
が
宗

響

,
耐
鼻

水
時
に
於
け
る
流
諾

定
旗

つ
義

大
梁

景

他
流
出
の
状
態

完

る
造

る
充
分
姦

測
材
料
が
敏
け
-

る
場
合
に
は
､
止
雷

撃

推
定
に
必
要
是

々
の
藤
藤

晶

基
し

宝

､
水
力
撃
の
法
則
品

川
し
遠

足
す
る
よ
-

法
が
無

い
｡
莞

禁

泉
は
河
岸
義

孟

毒

霊

位
の

記
錐
か
ら
ク
ッ
-

公
式
品

川
し
美

略
の
計
-

す
る
都
は
用
晋

が
､
1
↑
流
二
期
間
の
傾
斜
蓋

確
完

-

紹
誇

れ
ば
其
結
果
は
侶
擬
し
慧

る
し
､
此
際
粗
-

数
の
決
め
方
に
-

題
が
走

去
る
O
雷

雲

つ
て

(1
)

慧水位の時
が
票
決
水
筆

は
警

o
又
憲

の
時
刻
に
於
け
る
豊

の
如
き
は
芸

確
定
し
得
な

い
○
其
他

の
芳
警

し
這

或
る

這

時
間
中
騒

け
る
莞

雨
最
の
多
寡
の
み
に
依
品

-

る
方
法
碁

は
れ
去

る
が

.

.
-
･‖
･1
′∴



平
素
の
観
測
並
に
既
往
洪
水
の
討
蝕
か
ら
該
河
川
其
地
鮎
に
於
け
る
特
別
の
公
式
で
も
作
っ
て
あ
る
の
で
無
け
れ
ば

無
意
味
に
近
い
｡

そ
rJ
で
筆
者
は
流
域
に
於
け
る
雨
量
の
分
布
と
流
域
内
諾
地
鮎
に
於
け
る
降
雨
の
時
間
的
婁
化
を
別
々
に
調
べ
'

各
地
の
雨
水
が
夫
々
佃
有
の
流
路
を
辿
っ

て下
流
に
基
る
方
法
を
考

へ
る
革
に
依
っ
て
､
計
算
の
上
か
ら
何
塵
迄
異

に
近

い
も
の
が
得
ら
れ
る
か
HLJ試
み
た
席
基
を
愛
に
記
し
て
見
た
い
と
;
･3
ふ
｡
昨
年
六
月
末
に
京
都
附
並
を
襲
う
光

豪
雨
に
依
-
鴨
川
が
米
伊
k
=の
【洪
水
教
程
魔
し
た
の
で
之
を
例
に
取
る
事
に
し
た
｡
但
し
洪
水
前
か
ら
計
蓋
し
で
ゐ

LJ
事
で
は
無
か
っ
な
の
で
p
観
測
材
料
が
甚
だ
不
備
の
為
常
時
の
洪
水
に
禍
し
て
間
よ
り
完
全
を
推
論
教
導
-
迄
に

は
蓮
し
て
ゐ
な

い
が
p
雅
雄
此
方
法
の
雁
州
を
充
分
な
ら
し
め
る
一
段
階
と
し
て
記
載
を
し

て龍
-
稽
-
で
あ
る
｡

二
t

流
域
内
雨
量
の
強
弱
に
基
-
流
拍
最
推
定
法

降
雨
其
他
の
頂
因
に
ょ
る
出
水
時
に
於
け
る
流
量
は
'
卒
永
畳
と
其
原
因
の
籍
の
流
出
量
と
の
和
で
あ
る
｡
今

流

域
内

一
地
鮎
の
統
覚
観
測
鮎
よ
-
流
路
を
酬
っ
て
測
っ
た
距
離
を
r
と
す
る
｡
流
速
を

Ⅴ
と
す
れ
ば
是
は
流
水
状
況

に
支
配
き
れ
る
も
の
で

一
般
に
所
に
依
り
叉
時
に
依
り
衰

る
｡
而
し
て
該
地
鮎
の
雨
水
が
観
測
鮎
に
到
達
す
る
に
要

す
る
時
聞
H

l.頼

義

へ
ら
れ
る
｡
讐

-

雨
の
始
-

晶

-

-

時
刻
は
観
測
警

通
過
す
る
琉
豊

は､
流
路
に
約

品

測
鮎
よ
-

-
r
-

距
離
に
あ
る
地
鮎
に
於

で､
t,-･
エ

1.%

-

時
刻
-

つ
詣

水

の
内
穆
遁
又
は
蒸
磯
に
依
る
損
失
を
除

い
た
蔑
-
の
基
わ
で
あ
っ

て'
各
地
鮎
は
感
じ
て
で
は
興
る
も
の
で
あ
る
｡

今

降
雨
張
度
を
qt
と
す
れ
ば
､
其
鮎
の
微
小
面
鵜
dS
の
雨
水
絶
景
は
ど
な
る
時
刻
に
は

qt､d
s
で
あ
る
か
ら
P
流
出

C

.iS
-;
税
推
八･芸

ti方
法
と
昭
利
十
叫
の
鴨
川
肌
ホ

忘

･

讐

?

二
九



地

球

節

二
十
五
各

節
大
紋

望

八

三
〇

率
を
k
と
す
れ
ば
､

観
測
鮎
に
放
け
る
七
在
る
時
刻
の
流
出
最
弘
は

Q--
音
Jds,
t･I
t｣r串

に
依
っ
て
得
ら
れ
る
｡
k
が
流
域
を
通
じ

l
定
な
ら
ば

Q
-
k
宇
d

s-
kQ
o

と
番
-
軍
が
拙
凍
る
｡
Q

｡は
雨
水
の
全
部
が
流
出
す
る
と
暇
足
し
た
場
各
の
流
望

苛

あ
る
か
ら
､
之
を
暇
に
流
出

能
量
と
呼
ぶ
｡
薯
際
の
流
盤

を

計
算
す
る
事
が
出
凍
る
場
令
に
は
流
用
能
義
と
此
較
し
て
流
用
額
k
を
定
め
る
罫
も

出
凍
る
筈
で
あ
る
｡

流
速

Ⅴ
は
傾
斜
及
び
水
盤
に
支
配
さ
れ
て
複
酢
在
る
差
異

を
珪
ず
る
が
､
賓
際
問
蛍
と
し
て
は

一
定
の
有
効
流
速

を
用
以
'
視
覚
に
近
い
と
思
は
れ
る
二
三
の
値

を幌
覚
し
て
､

其
れ
h
t用
以
た
鮎
基
が
賓
際
の
資
料
は
通
す
る
如
き

79
の
を
撰
む
が
通
常
で
あ
る
｡
其
場
令
に
は

t
rIt
I

L

と
す
る
事
が
出
凍
る
｡

V

今
最
簡
胆
在
る
ii
例
と
し
て

流
域
は
流
路
に
沿
う

で

狭
長
在
る
帯

状

を

な

し
'
降
雨
は

1
定
の
弧
ru
を
持
宿
し

全
流
域
空

疎
で
あ
っ
て
'
且
同
時
に
飴
ら
同
時
に
終
つ
ね
場
合
の
流
出
能
薮
を
考

へ
る
｡
観
測
鮎
よ
少
最
上
流
迄

の
距
離
を
a
｡
流
域
の
幅
を
ri"

降
雨
の
弧
さ
を
q.tと
す
る
｡
時
刻
七
は
降
雨
の
始
め
よ
み
計
与
､
降
雨
の
梅
南
時

間
を
T
と
す
る
｡
敢
上
流
の
雨
水
が
観
測
乱
造
流
下
す
る
に
は

T
.
=
i

在
る
時
間
を
婁
す
る
･
L

而
し
て
降
雨
拝

V

借
時
間
T
と
雨
水
が
最
上
流
か
ら
観
測
鮎
迄
流
下
す
る
時
間
T
cと
の
闘
係

で
'
観
測
瓢
の
流
出
能
最
が
塾
化
の
趣
を

異
に
す
る
｡

刷

降
開
腹
縛
時
間
Tl
が
El｡
よ
-1
長

い
場
合



此
場
合
に
放
て
は
降
桶
の
始
ま
ヵ
か
ら
敢
上
流
の
敢
初
の
降
雨
に
依
る
雨
水
が
観
測
瓢
に
到
達
す
る
時
迄
の
間
の

七
夜
る
時
刻
に
於
Y
は
観
測
鮎
か
ら
漸
次
上
流

r
-
vt
の
地
鮎
に
到
る
迄
の
雨
水
が
集
積
し
て
流
下
す
る
.
此
時
刻

後
降
雨
の
終
る
時
刻
迄
の
間
は
常
に
全
流
域
の
雨
水
が
集
積
し
て
流
下
す
る
｡
降
雨
の
終
っ
た
後
は
最
上
流
の
地
瓢

と
観
測
鮎
か
ら
漸
次
上
流

r=
V

(
t

I
T
l)

の
地
鮎
と
の
岡
の
雨
水
が
集
積
流
下
し
､
超
に
敢
上
流
の
最
後
の
降
雨

に
依
る
用
水
が
観
測
鮎
に
到
達
す
る
時
に
解
る
0
即
ち

Qp五
日tqcbdrIqc･bvt,

.
∧
t
∧

To

Q
o12-

㌘cbd
r
I
q
cb
a,

T
o八
七
八
T
I

Qo73-
Si;(t.Tl
,qebdr
I各a
-

･b
v
(t
占

),
T
l
<
t
∧
T
i

T
i

観
測
鮎
の
流
出
能
最
は
些

二
式
の
連
穂
で
表
さ
れ
る
｡
窮

一
の
も
の
は
時
間
に
比
例
し
て
漸
増
し
､
第
二
の
も
の
は

一
定
の
櫓
を
持
潰
し
'
第
三
の
79
の
は
時
間
は
比
例
し
て
逓
減
し
て
行
-
も
の
で
あ
る
｡

㈲

降
両
持
預
時
間
EIN
が
To
に
等
し

い
場
合

此
場
合
に
は
始
め
は
前
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
'
最
上
流
の
敢
初
の
雨
水
が
観
測
鮎
に
到
達
す
る
と
同
時
に
降

雨
が
丑
む
か
ら
次
の
二
式
の
み
と
在
る
｡

Qo,lI叫.tfqL1bdrI
q.J.bvt.

.

∧
t
∧
T
o

Qo.3-iPJI,1.)
q
L･b
d
r
I
q
cba
･
qL･bv
(㌣
T
D),

T
o∧
t∧
2T
o

㈱

降
雨

持縛
時間EIEl
が
To
よ
-
短

い
場
合

降
雨
の
終
っ
た
時
迄
の
.間
の
時
刻
t
は
於
Y
は
観
測
鮎

よ
り
漸
次
上
流

の

r=
vt
迄
の
雨
水
が
集
積
流
下
す
る
｡

流
川
北
抑
･:九
の
一
方
法
と
昭
利
十
叫
の
鴨
川
跳
水

望
外

三
t



地

球

竺

十
五
懇

望

ハ
雛

望
0

≡

其
管

の
時
刻
簸

て
は

rI
v
T
3

の
地
瓢
の
最
初
の
雨
水
が
観
測
鮎
読

嘩
す
る
｡
其
後
敢
上
流
の
最
初
の
雨
水

が
到
苧

る
時
迄
の
間
の
時
刻
七
誌

-

･
r
I
v
(t

I
13)
の
地
鮎
に
於
け
る
豊

の
降
雨
と

r
-
v
t
の
地
瓢
は

放
け
る
最
初
の
降
雨
と
の
問
の
票

が
集
積
流
↑
す
る
が

､
是
は
降
雨
の
隆
志

蕗

時
刻
芸

ふ
れ
ば
観
測
瓢
よ

ヵ

r

IvT
3
の
地
鮎
迄
の
間
の
雨
水
は
等
し
-
p
果
敢
上
流
の
最
初
の
雨
水
が
観
測
鮎
に
到
達
す
る
時
刻
h
l考
ふ
れ

ばr
I
v
(T
o
-
T
3)

の
地
瓢
よ
わ
政
義

迄
の
間
の
雨
水
蛋

し

い
○
其
後
空

流
の
敢
後
の
雨
水
が
観
測
鮎
に
到

連
す
る
迄
の
間
の
時
刻
七
に
於

孟
rI
v
(t

I
T3)と
政
上
流
と
の
間
の
雨
水
が
集
積
流
下
す
る
,
依
て

Q
o
.)=

S.:
1
qcbdrI
qcb
v
t,

Q
o12-

I:.UT㌔
Cbdr=
qf3bv
T
.,,

Q
o
3-
持

Ti.,,qCbdr=
qtbvTo･
qcbv(t
･T
3)

=
q
(bv
T
3

-
qcbv
(
t

-
T

o
)
,

o
<
t
<
T
3

T3<
t
<

To

T
o<
t<
T
o+
T
3

と
心仏
る
0

以
上
の
三
つ
の
場
合
を
図
示
す
れ
ば
第

一
園
の
迫
力
に
な
る
｡
此
の
如
-

一
瓢
に
於
け
る
流
出
能
登
の
時
間
的
槻

係
堅
ボ
す
閲
を
流
出
能
豊
岡
と
名
付
け
る
｡

賓
際
の
計
算
に
於
言

､
先
づ

旨
豊

分
叉
は
十
分
等
の
単
位
に
放
生

其
時
間
に
雨
水
が
流
下
す
る
距
離

A
r

を
以
て
流
路
に
沿
う
違

切
ら
流
域
金
健
の
面
積
を
置
分
す
る
0
次
に
各
区
分
の
面
積

J
s
に
翻
し
､
夫
々

J
t
毎

の
平
均
面
最
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
､流
域
内
各
所
の
降
雨
観
測
資
料
は
基
き
或
る
時
間
内
の
両
畳
分
布
図
を
作
-
I

数
ヶ
所
の
自
記
融
蝕
を
利
用
し
て
定
め
る
事
が
拍
凍
る
｡

J
s
の
観
測
斯
よ
ね

柳
っ
て
数

へ
欠
番
淡
を

n
番
目
と
す



ま
れ

た

面

積
)

Q

odt
は
流
域
内
の
降
両
の
細
水
畳
む
表
す

事
に
な
る
｡

叉
流
出
能
畳
は
等
流
連
な
る
仮
定
の
下
は
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
賓
際
は
流
速

Ⅴ
が
位
濃
と
時
間
と
は
依
わ

複
郷
に
礎
化
し
､
且
雨
水

一
部
の
蕪
教
及
び
地
下
惨
人
に
依
る
損
失
､
並
に
渉
速
水
の
蒋
流
出
に
依
っ
て
流
出
率
も

亦
著
し
-
影
響
を
受
け
る
か
ら
'
流
出
能
農
園
は
鍵
形
を
受
け
て
､

一
般
に
樹
水
は
急
に
起
き
減
水
は
徐
々
に
或
期

油
川
叔
推
･.妃
の
11
方
法
と
昭

利
十
年
の
鴨
川
洪
水

望

l

≡
ニ

･-

流出鋸
盤

qCb vT3

第 一 固

淡Lt]髄鼎閥の筒単なる一例

To(T2)To+TaT1 2 T o To+TJ

lけ nlJ一一･･･.･･一一Ta

れ
ば

Q
o
I

M
q
L,ds,
t

T

I

t
-

n
a
t

で
あ
る
｡
即
ち
観
測
鮎
に
於
け
る
七
夜
る
時
刻
の
流
出
能
畳

は
'
各
慣
分
の
平
均
距
離

r
に
腰
じ
て
共

で時
刻
に
於
け
る

雨
水
絶
景
を
時
間
的
に
ず
ら
せ
加

へ
合
せ
て
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
0

斯
-
し
て
得
ら
れ
た
流
出
能
畳
Qo
の
時
間
的
鼻
化
を
不
す

曲
線
は
'
流
域
内
の
降
両
の
状
況

･
区
分
の
形
勢
等
に
鷹
じ

て
種
々
複
新
夜
形
を

不
す
で
あ
ら
う
が
'

一
定
の
流
速
を
暇

足
し
て
ゐ
る
為
に
大
鰭
時
間
は
付

Fu封
柄
的
夜
曲
線
の
連
厩

と
な
る
｡
而
し
て
雨
水
は
絶
て
損
失
蝕
で

其
億
流
下
す
る
と

仮
定
し
て
取
扱
つ
ね
か
ら
､
曲
線
と
時
間
の
軸
と
の
間
に
含

ま
翫

耶

稽

f

Q

od忘

流
域
内
の
降
雨
の
楓
水
雷

芋



地

抹

鰐
二
十
五
各

節
大
紋

望

l

三
組

間
を
費
L
y
l刀
の
平
水
状
態
に
復
す
る
如

き
曲
線
と
な
る
の
.で
あ
る
｡

従
っ
て
若
し
賓
側
に
基
-
正
確
を
流
量
園
が
縛
ら
れ
る
場
谷
に
は
､
之
よ
-
平
水
量
を
除
き
流
出
量
閲
を
作
っ
て

之
を
前
述
の
如
き
計
算
に
依
っ
て
程
ね
洗
ji..TT
能
豊
岡
と
比
較
し
て
流
出
率
k
を
推
定
し
'
又
是
等
二
つ
の
曲
線
の
形

の
差
は
低
み
､
流
速
其
他
の
影
響
む
推
考
す
る
資
料
が
程
ら
れ
る
｡
叉
多
数
の
例
は
依
っ
て
右
の
差
違
は

一
定
の
傾

向
を
見
出
し
得
る
な
ら
ば
､
流
域
に
於
け
る
両
の
降
も
方
に
基
-
流
出
の
仕
方
を
決
め
る
輩
も
Ⅲ
凍
る
か
と
;j
ふ
｡

併
し
賓
際
に
信
現
し
程
べ
き
流
農
園
の
無

い
場
合
に
も
斯
る
推
算
法
に
依
っ
て
縛
ら
れ
た
曲
線
に
依
-
'
増
水
時

に
於
け
る
他
の
程
々
の
資
料
と
考

へ
併
せ
て
槍
水
の
仕
方
は
閥
し
或
程
度
の
見
皆
を
付
け
縛
る
と
考

へ
る
｡

三

､

昭
和
十
年
六
月
二
十
九
日
の
鴨
川
洪
水

へ
の
麿
用

鴨
川
流
域
の
地
形
及
び
河
系
は
第
二
閲
に
示
さ
れ
た
如
-
'
鴨
川
上
流
に
は
静
原
川
療

馬
川
･貴
鹿
川
､
高
野
川

に
は
岩
倉
川
の
小
支
流
を
有
す
る
O
賀
茂
大
橋
よ
少
上
流
の
金
流
域
面
積
は

l
四
三
平
方
粁
で
あ
る
｡

以
下
昨
年
六
月
未
近
畿
西
部
殊
は
京
都
附
淀
を
襲
う
聖
教
桶
は
依
る
鴨
川
の
洪
水
を
例
は
取
っ
て
､
前
節
に
述
べ

た
方
法
に
従
以
賀
茂
大
橋
に
於
け
る
増
水
の
仕
方
を
考

へ
る
｡
其
籍
に
先
づ
皆
時
の
降
雨
状
況
を
調
べ
流
域
内
各
地

の
降
雨
の
弧
錫
を
求
め
る
を
婆
す
る
.

Ⅰ

京
都
附
正
に
於
け
る
未
曾
有
の
豪
雨

皆
時
鴨
川
の
出
水
が
沿
岸
は
多
大
の
被
審
教
典

へ
ね
事
に
は
､
流
域
山
地
が

一
昨
年
の
風
蜜
に
依
ら
甚
し
-
完
膚

L
ttJ
ゐ
允
罫
や
河
岸
施
設
の
不
完
金
其
他
の
副
因
も
あ
ら
う
が
t

l
四
三
平
方
粁
に
足
ら
ぬ
小
流
域
面
積
に
十
二
時



第 二 間
鴨川流域の地形及び河系

間
に
亘
っ
て
四
回
の
豪
雨
が

連
甫
降
下
し
'
其
間
流
域
金

牌

と

し

て

一
時

間

平
均

二
二
｡七
粍
ほ
連
す
る
如

き

近
衆
に
無

い
激
し

い
降
雨
で

あ
っ
た
事
に
基
-
79
の
在
る

事
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

降
雨
の
機
巧
に
就

い
て
は
(り11=･)

気
象
聾
者
問
に
種
々
試
論
も

あ
か
､
独
尊
状
態
は
種
々
の

(I,1.4･7●バ)

機
組
に
依
っ
て
発
表
さ
れ
て

ゐ
る
か
ら
愛
に
は
言
及
し
覆

い
0督

時
の
降
雨
は
京
都
附
近

ほ
て
は
二
十
八
日
二
十
二
時

([･･c.)

頃
よ
-
降
-
始
め
た
も
の
で
あ
る
が
､
二
十
八
日
十
時
よ
と

一十
九
日
十
時
迄
の
雨
風鼎
分
布
を
見
れ
ば
p
第
三
園
の

耐
墓
園
は
伐
つ
七
示
rJれ
ね
如
-
､
苗
桑
田
郡
本
梅
村
附
近
を
除
け
ば
､
轟
津
阿
武
;
附
近
よ
み
鴨
川
流
域

･
滋
賀

統
川
叔
排
･:北
の
tl
方
法
と
昭
利
十
叫
の
鴨
川
供
水

望

tl

三
五



第 閲

耐矧鞘 (6月28日-29日｡10･lltJ=)

節
二
十

五
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望

四
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六
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北
川
親
抑
妃
の
〟
か
法
と
帽
利
十
JI三
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鴨
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供
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地

頚

飾
二
十
五
各

節
六
批

望

六

三
八

膳
北
小
於
へ
向
払
路
東
北
に
連
な
る
多
雨
昔
が
春
し
､
殊
に
鴨
川
流
域
ほ

ては
上
賀
茂
に
放
け
る
雨
量
三
〇
〇
粍
h
t

超
え
､
資
に
従
来
の
記
鉄
に
無

い
も
の
で
あ
っ
た
｡
京
都
附
近
ほ
於
で
は
二
十
九
日
十
時
以
後
は
極
め
て
少
雨
で
あ

っ
た
が
.
参
考
の
為
は
史
に

一
重
夜
は
亘
る
雨
量
閲
を
ホ
せ
ば
第
四
閲
の
如
-
で
あ
っ
て
p
降
桶
の
大
勢
は
右
に
依

っ
て
察
せ
ら
れ
る
O

流
量
観
測
鮎
た
る
賀
茂
大
橋
よ
-
上
流
流
域
内
に
於
け
る
二
十
九
日
十
時
迄

一
恵
且夜
の
両
農
の
分
布
を
改
め
て
固

示
し
た
の
が
第
五
固
で
あ
る
が
'
愛
に
注
意
を
叢
-
の
正
多
雨
の
中
心
が
流
域
中
で
も
下
流
に
近
い
上
賀
茂
は
在
-

等
両
畳
線
に
依
つ
･V
示
さ
れ
た
如
上

雨
量
の
分
布
が
偶
鴨
川
･静
原
川
･鞍
馬
川
｡高
野
川
北
ハ
に
流
路
は
沿
う

て下

流
に
至
る
程
増
加
し

てゐ
る
事
で
あ
っ
て
､
其
為
は
出
水
が

一
時
に
集
っ
て
大
き
･NT･{洪
水
と
在
る
可
能
性
を
増
し
た

事
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

借
て
連
縛
の
降
雨
は
依
与
河
川
が
刻
々
は
樹
水
す
る
有
様
を
知
ら
ん
と
す
れ
ば
､
成
る
べ
-
短
時
間
を
軍
使
と
し

て
考

へ
ね
雨
量
即
ち
弧
雨
の
程
皮
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
｡
然
る
に
流
域
内
各
地
の
両
畳
記
級
は
概
ね
十
時

一
回
の

観
測
は
基
-
79
の
で
あ
っ
て
此
目
的
に
副
は
ず
p
只
此
叡
山
に
放
け
る
も
の
は
毎
四
時
間
の
記
録
で
あ
-
精
参
考
と

な
る
｡
雨
盈
自
記
記
錐
に
は
北
白
川
の
京
大
排
撃
部
地
質
撃
教
室
伴
に
盤
軍
部
農
場
及
び
上
賀
茂
地
学
観
測
所
の
三

ヶ
所
の
も
の
が
あ
-
p
之
等
を
利
用
し
得
る
の
み
で
あ
る
｡
前
二
地
鮎
間
の
距
離
は
三
七
〇
米
を
距
て
る
に
過
ぎ
ず
p

両
者
の
記
銀
に
は
大
差
が
無

5,か
ら
是
等
の
平
均
を
取
っ
て
之
む
A
型
と
し
､
上
賀
茂
の
両
盈
計
B
型
と
す
る
.

第
六
閲
は
各
地
の
毎

一
時
間
両
畳
堅
不
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
彦
根
が
珊
時
間
的
閥
係
は
於
で
後
れ
て
ゐ
る
の
み

で
他
は
毎
時
間
の
降
雨
の
弧
錫
の
比
が
略
似
て
ゐ
る
事
か
ら
見

て､
同
園
は
示
ruれ
た
彦
根
以
外
の
地
方
を
含
む
範



紙
出
発
抑
淀

の

.i方
法
と
昭
利
十
坤
の
鴨
川
跳
水
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地

球

鰐

二
十
五
雀

第 六 同

-J'i}地 の 妬 - 峰 問 耐 親

一O.L _________勉 遡買要し ,_ー_

l

二 二 二 _

9 12 15
JliTTa L-

21 0 3
28E) 29日

座
視

北
白

川
(A

聖
上

野
望

B

P
t)

西
J

京

0

0

∩U

0

IU

qU

(0

4

へこ

所
見
1T
I

AH)

祇
施
阿
武

山

詔

〇

四
二

園
内
で
は
降
雨
の
進
行
を
不
す
時
間

的
差
違
は
静
め
ら
れ
ず
､
英
昭
n
の

鼻
化
が
各
地
共
時
を
同
じ
う
し
て
ゐ

允
櫨
で
あ
る
0
鴨
川
の
小
流
域
に
就

い
て
見
れ
ば
侍
史
同
じ
傾
向
が
肯
定

出
凍
る
と
M
j
ふ
｡

次
に
前
記
三
ヶ
所
の
自
記
記
録
に

基
き
十
分
間
毎
に
降
雨
の
覗
き
を
比

較
す
れ
ば
第

1
表
及
び
第
七
同
の
如

-
'
A
型
及
び
B
型
の
鼻
化
は
多
少

興
る
｡
そ
rJ
で
第
五
周
に
於
で
北
は

鴨
川
上
流

二
向
野
川
間
の
分
水
堺
と
南
は
二
五
〇
粍
の
等
雨
量
線
と
を
結
ぶ
線
を
境
と
し
て

其
よ
･JL
以
来
の
地
域

に
封
し
て
は
A
型
､
以
西
の
地
域
に
封
し
て
は
B
型
は
夫
々
降
雨
の
強
弱
が
比
例
す
る
も
の
と
し
て
､
流
域
内
各
地

の
毎
十
分
間
雨
量
を
計
算
す
る
事
と
し
た
.
化
し
二
十
九
日
十
時
以
後
の
降
雨
に
封
し
て
は
､
降
雨
が

盲

正

人
だ

後
も
微
雨
の
断
潜
が
あ
わ
第
四
間
の
鯛
豊
岡
に
従
ふ
の
79
不
都
食
で
あ
る
か
ら
､
便
宜
上
着
の
両
地
域
は
封
し
て
失

夫

A
型
及
び
B
型
の
雨
量
鼻
化
を
其
焼
適
用
し
た
｡
窮
七
閲
は
依
る
と

前
後
四
回
に
亘
っ
て
豪
雨
が
あ
っ
た
革
が
知

ら
れ
る
が
､最
後
の
も
の
汝
短
時
間
の
故
に
後
に
示
rb
れ
る
如
-
ほ
計
算

の
上
で
は
著
し
い
埠
永
と
な
っ
て
ゐ
覆

い
.



H

賀
茂
大
橋
に
於
け
る
流
出
能
量
の
計
算

従
妹
の
鮭
廟
に
依
れ
ば
鴨
川
上
流
で
降
っ
た
雨
が(-〟)

市
中
迄
出
て
凍
る
の
は
三
時
間
乃
至
四
時
間
か
･}
る

由
で
あ
る
｡
賀
茂
大
橋
よ
-
潮
力
最
上
流
地
乱
迄
の

長
大
距
離
は
高
野
川
上
流
は
於
て

二

一
･
六
粁

で
あ

る
か
ら
､
敢
上
流
地
鮎
の
耐
水
が
三
時
間
を
壁
し
て

賓
茂
大
橋
迄
出
て
氷
る
も
の
と
す
れ
ば
'
平
均
流
速

毎
秒
二
･
〇
米
に
怒
る

｡何て
北
づ

此
流
速
を
用
ひ

て
計
算
を
行
払
､
得
ら
れ
た
流
出
能
畳
閲
に
櫨
っ
て

賓
際
の
最
大
洪
水
塵
の
限
界
を
推
定
し
て
見
た
い
｡

毎
秒
二
･
〇
米
と
す
れ
ば
十
分
間
に
は

㌻

二
肝
を
流

れ
る
事
と
な
る
か
ら
､
賀
茂
大
橋
を
観
測
鮎
と
し
流

路
に
従
っ
て
此
割
合
で
流
域
を
切
れ
ば
'
第
五
間
に

示
さ
れ
た
如
-
ほ
な
る
0
そ
fJ
で
雨
量
閲
の
示
す
虞

に
従
ひ
各

位
劃
別
に
毎
十
分
の
雨
水
線
量

q
t,A
s
を

計
算
し
た
上
､
是
等
の
水
が
集
っ
て
十
分
嶺
に
賀
茂

大
橋
迄
到
達
す
べ
p
,流
出
能
登
を
求
め
カ
経
典
'
窮

地
目
先
推
･:.<
の
1
方
法
と
旧=
和
十
年
の
鴨
川
秋
水

妨 七 閲

北削り(A-F.!i)及び上知茂(B型)に於 け る梅10分関所見取庇

a
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一

川

三
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節 入 園 桃 川 髄 漫 閉
(等 流 迎 2･()利 砂 と す)
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拭
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流
出
路
塵

言
方
温
/
伸
)

壁

1
+
託
怨

讐

ハ
班

畏

:

s
i
担

入
間
は
示
さ
れ
た
如
き
曲
線
を
相
克
○
但
し
鴨
川
上
流
と
高
野
川
両

川
の
洗
田
能
最
を
別
々
は
計
算
L
t
を
れ
よ
-
褒

茂
大
橋
は
於
け
る

合
流
後
の
線
量
を
求
め
た
の
で
あ
る
0

常
時
の
降
雨
は
断
椋
川
面
は
亙
る
も
の
で
あ
っ
た
が
'
此
流
出
能

登
周
に
は
三
回
の
大
p
Jを
出
水
と
在
っ
て
表
れ
､
最
後
の
降
両
は
極

-
短
時
間
で
あ
っ
た
馬
か
特
に
噂
水
に
影
響
し
な
か
っ
た
事
が
明
か

で
あ
る
｡

姉
三
回
の
豪
雨
に
基
-
増
水
は
二
十
九
円
入
時
二
十
分
は

流
出
能
義
毎
秒

二

四
生

血
万
来
で
是

が

此
出
水

の
最
大
畳
で
あ

る
｡
而
し
て
降
雨
は
十
時
噴
よ
-
十
分
間
に

一
種
以
下
の
小
降
わ
と

な
み
十
三
時
以
後
は
微
雨
が
断
頂
し
た
.
従
っ
て
計
算
上
は
於
け
る

流
出
能
且還

十
四
時
よ
ら
急
は
減
少
し
て
七
十
六
時
ほ
は
債
は
毎
秒

-;
四

･
六
立
方
米
と
な
み
､
其
後
次
第
に
零
は
向
つ
て
ゐ
る
｡
従
っ

て
十
六
時
を
以

て計
算
上
大
醍
減
水
し
終
る
べ
き
時
刻
と
兄
倣
す
事

が

田

氷

る
｡

楢
て
世
堺
･lJI
放
け
る
諸
河
川
の
洪
水
時
は
於
け
る
敢
大
流
速
を
見

て
も
毎
秒
玉
来
以
上
で
あ
る
例
は
珍
し

い
の
で
あ
る
が
､
参
考
の
馬

に
毎
秒
寧

○
米
即
ち
毎
十
分
聞
手

○
粁
の
流
速
と
し
て
同
様
の
計



第 九 岡 地 tq熊 免 附

(等 流 速 5.0米/秒 と す)

流
S
灘
抑
光
の
一
方
法
と
昭
利
十
坤
の
鴨
川
洪
水

算
を
布
山
流
出
能
義
閲
を
求
め
た
結
基
は
第
九
岡
は
示

ruれ
た
如
-
で
あ
っ
て
'
第

一
回
の
豪
雨
後
洪
水
畳
は

最
大
と
を
-
､
第
四
回
の
豪
雨
に
依
る
結
果
79
急
激
を

樹
氷
と
在
っ
て
表
れ
､
十
五
時
に
於
で
大
髄
流
下
し
去

る
轟
に
な
る
｡
此
時
に
は
敢
上
流
の
水
が
賀
茂
大
橋
に

到
達
す
る
の
ほ
鴨
川
上
流
に
於
で
は
!t
時
間
十
分
'
高

野
川
は
於
て
は
-t
時
間
二
十
分
を
姿
す
る
｡
之
を
第
入

間
と
比
較
す
れ
ば
出
水
の
始
-
は
何
れ
も
降
雨
の
始
-

と

一
致
す
る
が
､
各
回
の
流
出
能
畳
が
前
の
場
倉
に
は

降
雨
が

.i
且
止
ん
で
か
ら
三
時
間
後
金
-
顔
-
在
る
の

け
'
後
の
場
合
に
は
同
じ
-

山
時
間
二
十
分
の
後
と
な

る
如

き
曲
線
の
組
合
せ
か
ら
威
力
両
者
何
れ
も
各
項
瓢

の
位
置
は
両
の
降
み
方
に
従
っ
て

一
定
で
は
救

い
が
､

1
股
に
時
間
に
付
き
封
租
に
近
い
形
を
取
っ
て
ゐ
る
｡

是

は
雨
水
が
何
等
失
は
る
J
鬼
無
-
､
英
雄
等
流
速
を

以
て
流
下
す
る
と
の
限
定
に
基
-
も
の
で
あ
る
｡
従
っ

て
毎
秒
四
･
〇
米
､
三
･
〇
米
の
等
流
蓮
と
暇
足
し
て
取

回
望

四

五



T

:･

∴

王

･
･

･J
･････
･.

･i
.T_
日

日
･･.,

ほ
同
様
の
計
警

行

へ
ば
､
各
回
の
流
出
髄
墓

園
の
包
含
す
る
面
積
は
骨
空

足
に
保
た
れ
乍
ら
､
海

損
時
間
は
延

芸

濃

時
間
の
流
出
豊

は
減
じ
､
各
曲
線
は
時
間
蒜

は
警

孟

第
は
蜜

と
-

莞

図
-

第
入
園
は

近
づ
-
｡

又
毎
秒

二
〇
米
と
砦

す
れ
ば
,
各
曲
線
は
定
に
蜜

と
-

票

隣
接
せ
る
畠

は
翌

は
霊

在

る
棟
に
富

.
叉

妄

観
測
鮎
貫

流
造

し
毒

へ
る
と
･
支
流
の
埼
加
露

呈

警

し
芸

流
出
豊

岡
の

形
は
歪

義

都
と
富

が
'
各
回
の
豪
雨
墓

-
崇

の
艇
撹
時
間
が
長
-
-

か
ら
､
互
墓

庸
し
孟

曲
線

の
峯
が

一
つ
に
逓
増
す
る
傾
向
を
取
る
罫
が
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

m

賀
茂
大
橋
に
於
け
る
最
大
洪
水
畳
の
推
定

鴨
川
上
流
と
雷

川
の
二
筋
の
流
れ
は
賀
茂
大
橋
の
章

票

の
区
間
に
於
左

流
す
る
0
筆
者
の
観
測
材
料
は

竺

表
芸

し
完

-
で
あ
る
が
p
鴨
川
流
の
水
洗
は
同
橋
床
の
↑
流
孤
論

う
差

管

見

十
米
､
高
野
川
流

の
水
洗
は
同
じ
-
三
十
貢

の
個
所
騒

け
る
億
で
あ
っ
て
､
河
鹿
の
使
件
は
洪
歪

後
の
も
の
に
誓

｡
右
二
筋

の
流
れ
は
観
測
個
所
の
斯
而
誌

-
高
野
川
流
の
水
撃

ハ
五
糎
以
上
の
水
位
の
際
に
合

音

る
0
合
流
直
後
流
れ

は
窪

品

し
去

る
｡
流
速
は
流
木
旗

基

面
流
速
の
栗

の
-

aJJ
J
カ
･
其
八
割
昌

玉

均
流
速
と
児

(i
)

倣
し
た
.
是
等
の
記
銀
墓

是

位
と
流
革
と
の
閥
係
芸

め
る
と
筆

問
の
曲
線
完

る
○
観
測
水
位
義

歯
す

る
流
量
を
此
曲
線
に
依
存
し
て
修
正
を
加

へ
､
賓
測
億
と
共
は
表
中
は
併
記
L
R
0

次
は
観
測
材
料
の
不
足
品

品

格
の
流
雷

-

ん

が
馬
は
､
野
備
教
授
の
資
料
宗

用
し
､
洪
蕊

の
俸
給

(〟)

速
度
義

邦
し
､
此
率
法
に
依
っ
て
､
莞

大
橋
は
移
孟

霊

位
墓

へ
雲

,
竿

同
の
流
若

緑
に
讐

て

大
凡
の
流
雷

求
め
k
.
毒

芸

者
の
観
測
材
料
と
結
び
付
け
蒜

つ
ね
の
が
竿

一
間
で
あ
る
○
減
窓

は
封
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四

八

し
盲

管
時
の
洪
蕊

の
偉
播
速
度
を
英
機
用
以
遠

罪
す
る
此
率
瀧
詮

筆
者
は
輿
講
を
有
す
る
が
大
略
の
警

知
る
目
的
に
は
参
考
と
怒
ら
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備
品

川
筋
誌

毒

素
の
水
位
鼻
化
完

怠

る
の
は
↑
流
の
勘
進
椅
(賀
茂
大
橋
よ
真

人

粁
下
流
)
及
び

義

警

枝
橋
(賀
茂
大
橋
よ
克

克

粁
下
流
)
の
二
個
所
の
み
で
あ
る
が
､

盲

の
観
測
度
数
が
少
違

梁

時

に
は
充
分
は
利
用
し
布
を

遠

み
が
あ
る
○
洪
水
前
後
の
是
等
の
水
位
鼻
化
是

川
筋
の
天
龍
手

羽
兼
師
･納
所
宮



前

橋に
於

け
る
,P

のと
併
せ
第

十
二
間に
図
示

す
る

｡同園に
依
っ
て
洪
水
後
の

水位が出水直前の
二

十
八
日
の

水

禁固
中此
水
位
をo
糎
と

す
)
に復擬
し
た

時
刻

を比較す
る
と
p
糊
進
橋

に於ては七月五日､
上
鳥
羽
に
於

て

は十･i
E乃
至
十二
日
で
あ

る
｡納所
(袈

茂
大
橋

よ-完
エ
ハ
粁
下
流
)
は

鴨川の桂川に合流
後
三
･
六
粁
の

第 十 二 間

排水 前 後 の 水 イ1日 旨il
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ほ
合

流鮎の上流に在
っ
て
此
等
の
水

位

は何れも粧川の影
響
を
来
し
.
十

二

日に至るも荷役蹄し
て
ゐ
在

5,｡

賓

際賀茂大柿に於で
筆
者
の
観
測
し

た

廃(箪二衷)
に
疲
れ
ば
､
懸
濁
物
質

の
烏

に河水が襲褐色を
量
し
て
ゐ
カ

も

のが､九日には多少
澄
ん
で
ゐ
允

が

十二日になって漸
-
卒
素
と
麹
ら

犯
情

流と在った革か
ら
見
て

豪
雨

の際竺

〓森
林
や
凹

地
に
貯
へ
ら

れ叉
は

地
下

に惨透
し
た
雨
水

の
霜
も

大勝出蓋しで'
十
二
日
に
は
賀
茂

大
橋に
於
で
毎
秒
六
三

立
方
米の
平
水
状
態

と
な

ってゐた
事
を
ボ

すも
の
で

ある｡偽で洪
水
前
に
も
少
-
と

も之れ
だけ
の
洗
最
は

あ
っ
たも
の
と

見
放

さ
れ

得る｡

攻
塗

寺
九
日
以
降

の
気
象状
況
を
見
る
と

讐

嘉
の
如

-
､∴
二
十

=
には

可夜-両最多-
鴨
川
は

帯び
滑
水

紙

用
親推
･:･Ji
の
.i方
法と
昭利
十
坤

の
帖
川

跳
水

M

.
L七

四

九
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･,k
l
求
め
'
漸
近
的
ほ
十
二
日
頃
の
流
畳
と
結
び
付
け
る
曲
線

(E
)を
作
れ
ば
'
曲
線
A
B
C
E
以
下
の
面
積
は
二
十

八
日
以
凍
四
日
正
午
頃
迄
の
両
畳
に
因
み
溶
透
水
の
帝
流
出
と
補
佐
っ
て
得
ら
れ
た
流
量
の
兼
計
で
あ
る
と
考

へ
程

る
｡
今
二
十
九
日
十
六
時
以
後
の
流
量
に
就
き
間
中
破
線
ほ
て
置
切
っ
た
如
-

毎
秒
六
･
三
歳
万
来
を
平
水
と
し
て

差
引
け
ば
流
出
畳
紙
計
と
し
三

二
六
t
TjL四
七
､
0
0
0
立
方
兼
を
縛
る
｡
而
し
て
蒸
磯
に
因
る
損
凍
畳
は
客
と
見
放

し
､
又
流
域
内
の
地
面
は
初
め
の
豪
雨
に
依
み
既
に
飽
和
さ
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
'
二
十
九
日
十
六
時
以

後
の
み
を
考
ふ
れ
ば
'
其
間
に
降
っ
た
細
水
は
何
等
朱
は
れ
ず
に
流
去
す
る
｡
其
の
四
日
十
時
迄
の
雨
水
線
量
は
一

五
'
〇
五
〇
'
〇
〇
〇
立
方
米
で
あ
っ
て
､
之
を
先
の
流
出
畳
紙
計
か
ら
差
引
い
た
残
～,l
の
二

二
四
九
七
､
〇
〇
〇
立

方
米
は
二
十
八
日
降
雨
の
始
み
よ
カ
二
十
九
日
十
六
時
迄
の
流
域
内
雨
水
親
日璽
二
四
七
三
二
三
'
0
0
0
立
方
米
の
六

二
･六
%
に
潜
る
｡
即
ち
計
算
上
で
は
二
十
九
日
十
六
時
に
は
殆
ど
全
部
流
去
し
菰
す
筈
の
も
の
が
､賓
際
は
其
後
に

雨
水
絶
景
の
六
二
二
ハ
%
が
残
さ
れ
た
事
に
な
る
｡
従
っ
て
二
十
九
日
十
六
時
迄
に
は
其
の
三
七
･四
%
が
賀
茂
大
橋

を
通
過
し
て
流
表
し
た
事
に
在
る
｡

惨
透
に
依
っ
て
失
は
れ
る
畳
は
初
の
雨
水
程
多
-
'
最
初
の
豪
雨
に
於
け
る
雨
水
に
於
で
最
多
畳
在
る
べ
inJで
あ

-
'
又
数
回
に
亙
る
家
相
の
結
基
は
､
後
の
場
合
轟
其
雨
水
が
其
れ
以
前
の
雨
水
の
流
れ
と
倉
す
る
機
骨
が
多
-
衣

る
か
ら
p
第
八
間
に
示
さ
れ
た
流
出
能
畳
に
一
棟
に
三
七
･四
%
む
乗
じ

て
程
ら

れ

た
曲
線
(其

一
部
を
鎖
線
で
示

す
)と
此
醸
し
て
薯
際
の
流
量
閲
は
洗
盤
が
初
程
少
-
p後
程
益
々
多
-
在
る
如
き
傾
向
を
辿
っ
て
歪
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
｡
薯
際
の
観
測
に
依
る
二
十
九
日
正
午
の
洗
畳
は
毎
秒
些

二
五
立
方
米
で
､
是
は
鎖
線
に
依
っ
て
示
さ
れ
た

同
時
刻
の
流
出
最
毎
秒

二
一九
立
方
米
と
準
水
量
毎
秒
六
ユ
ニ
立
方
米
と
の
和
毎
秒

<I
三
五
立
方
米
の
三
二
一倍
で
あ

紙
SU
瀧
抑
･:4
の

-i方
法
と
昭
利
十
坤
の
鴨
川
洪
水

琵

九

五
一



地

球

節
二
十
光
春

解

六
批

翌

0

空

1

る
｡
斯
-
し
ま

蒜

の
敢
大
洪
水
且還

計
算
に
依
る
流
出
能
最
の
敢
大
な
る
二
十
九
日
八
時
二
十
分
に
於
け
る
毎
秒

二

四
七
立
方
米
の
三
七
品

%
即
ち
毎
秒
些

二
〇
立
方
米
と
平
水
鼓
毎
秒
六
∴
二
立
方
米
む
加

へ
た
毎
秒
些

二
六
立

方
米
(
或
は

-i
常
五
千
七
首
相
)
よ
わ
79
多
か
つ
ね
と
云
へ
る
.

四
､.-
机

.I:

.=｡

以
上
述
べ
た
推
定
方
法
に
於
で
は
'
蒸
散

｡
惨
透
等
に
依
る
影
響
を
考

へ
ず
に
､
流
水
は
常
に
等
流
速
を
有
す
る

も
の
と
暇
足
し
､
界
に
開
畳
の
強
弱
の
み
を
標
準
と
し
て
流
出
能
義
園
を
作
っ
た
｡
従
っ
て
賓
際
の
流
量
園
と
比
較

し
て
､
蓮
等
の
暇
定
に
基
-
影
響
だ
け
の
差
違
が
あ
る
｡
.楢
で
多
-
の
例
は
就

き
斯
る
方
法
は
従
っ
て
作
っ
た
流
出

能
義
園
と
賓
側
に
基
-
流
最
間
と
の
間
は

1
足
の
絢
係
を
求
め
る
事
が
出
衆
力
怒
ら
ば
'
各
種
の
降
雨
に
就

い
て
流

域
内
の
雨
量
分
布
と
各
地
は
於
け
る
時
間
的
担
化
の
み
か
ら
p
観
測
鮎
に
於
け
る
流
畳
の
担
化

を
確
知

し

得
ら
れ

る
｡
叉
水
位

･
流
速
の
観
測
材
料
が
上
流
地
に
布
ら
れ
る
琴

b
ぼ
､
洪
水
波
の
樽
播
速
度
も
正
確
に
分
-
'
各
地
の

傾
斜
に
臆
じ
た
流
速
の
相
違
や
､
計
算
と
賓
側
は
よ
る
曲
線
と
の
差
異
が
距
離
は
臆
じ
て
塵
化
す
る
成
子
を
知
み
,

流
域
内
各
地
の
局
部
的
な
影
響
も
説
明
し
視
る
革
と
恩
ふ
｡
要
は
利
用
し
程
べ

き
観
測
材
料
の
備
れ
る
革
で
､
同
時

に
流
域
内
成
る
'.(
-
多
-
の
地
鮎
に
耐
量
自
記
設
備
が
必
姿
で
あ
る
｡
未

稿
に
は
昨
空

ハ
月
末
の
近
畿
豪
雨
の
記
鉄

に
基
き
､
右
の
方
法
は
依
っ
て
等
流
速
二
｡
○
兼
と
し
て
縛
ら
れ
カ
流
出
能
豊
岡
か
ら
蚕

茂
大
橋
は
於
け
る
常
時
の

鴨
川
政
大
洪
水
畳
の
限
鼎
を
決
定
し
得
た
｡

細
筆
す
る
は
常
㌔

雨
畳
及
び
水
位
の
記
銀
を
提
供
し
て
償

い
尭
各
測
候
所
長

･
内
務
省
大
阪
土
木
出
張
所
の
片



山
信
雄
氏
及
び
京
都
府
土
木
部
の
方
々
に
榊
薦
申
上
げ
る
.
相
木
研
究
に
閲
し
終
始
御
指
導
を
暮
う
し
た
捻
出
基
範

先
生
に
厚
-
戚
謝
の
恵
む
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す
る
次
筋
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あ
る
｡
(

完
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馨

考

文

献

利

払

八
郎

地
衣
水

二
四
内
訳

端

数

嬰

児

妨
凹
甘
三
十
雛
(
昭
利
十
咋
六
月
〕-
桝
日
本
の
豪
雨

肥

田

光

一

昭
利
十
年
六
月
二
十
七
や
八
｡
九
日
の
西
日
本
の
豪
雨
に
就

い
て

粕
と
幾

筋
十
五
令
姉
十
維
(
昭
利
十
咋
)

野

満

教

授
(
京
大
班
餅
部
佃
沖
蝉
敦
寅
)

昭
利
十
叫
･六
月
二
十
九
日
の
東
都
大
洪
水

二
川
-
三
九
試

同
桁

.i
八
苅

同
右

H
(
粥

訳
都
洲
低
所
月
報

姉
#
.十
五
咋
妨
六
姫

(
昭
利
十
叩
)

京

都

肘

昭
利
十
年
六
月
二
十
九
日
鴨
川
末
竹
材
の
大
桝
水
と
懲
都
税
輿
計
諜

訳

都

市

水
榊
と
誠
榔

如

貌

好

悪

姉
川
1才
三
十
二
郎
(
昭
利
十
坤
八
月
)
-
内
紛
竹
野
仰
杭
訓
水
災
枇
韓
髭

(9
)

各
桁
蝦
洲
低
所
の
報
JllH

大
粒
洲
低
所
月
報

節
三
十
六
中
節
六
批

(
昭

利
十
咋
)

中
火
気
象
姦

夫
就
柑

(10
)
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